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０. 序論
  ピアノ実技の授業の場合，学生のそれまでの音楽経験
（とくに幼少時から習い事としてピアノをやっている，
すでに他の音楽関連の授業でピアノに触れているなど）
が，本授業の目標達成に大きく影響することは容易に想
像できる。そこで最初に本授業開始前に，個々の学生の
ピアノ経験を調査し，その結果と授業終了時における到
達度の関連を調べることにした（資料１）。尚「音楽」
の授業は，小学校教諭の免許状取得が卒業要件になって
いる学校教育コース向けのクラス（Ａクラスと略記）と
それ以外のコース向けのクラス（Ｂクラスと略記）に分
けて実施されている。資料1に掲載した初期調査のねら
いであるが，Ⅲ．は楽譜についての知識，最小限ハ長調
の楽譜が読めるかどうかと，拍子，１小節の中に入る音
符・休符の長さなど，楽譜に関する約束事の知識がある
かどうかをみるためのものである。
　Ⅳ．はピアノ用の楽譜と鍵盤上の位置を答えさせるも
ので，大譜表，ヘ音記号，黒鍵を入れることにより，ピ
アノなど鍵盤楽器の経験の有無がわかると考えた。そし
て，この調査結果と授業終了時点での，学生の課題到達
度を照合することにより，本教材及び指導方法の問題点
を明らかにする。
　この初期調査の結果と，授業終了時における到達度の
関連を表２に示す。
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摘要
昨年制作した表題の教材（*1，以下「本教材」と略記）を用いて，実際に小学校教員免許取得希望の学生のための
音楽実技の授業（以下「本授業」と略記）を行なったところ，いくつかの問題が浮上した。最も大きなものは授業履
修開始以前のピアノ経験有無である。15週の授業期間中に最終目標である「主要3和音を用いた簡単な伴奏付け」ま
で到達できる学生，できない学生の差が大き過ぎることである。この問題を解決するため，本教材に，初めてピアノ
に触れる学生向けに視聴覚媒体を付加すること，内容を，コードネームによるピアノ伴奏ができることに向けたもの
にすること，を念頭に置き，改良を加えた。改良を加えた教材は2012年度後期開設の音楽Ａ・音楽Ｂで使用予定であ
るが，その前に2012年８月に試用する機会を得た（*3）。
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資料１）「音楽」授業開始時に行なった初期調査（抜粋）
Ⅲ．次の楽譜を見て，下の問いに答えなさい。
　（１）（ア）～（オ）の各音の階名を答えなさい。（カタカナ表記で可）
　　　　　（ア）　　　　　　　（イ）　　　　　　　（ウ）　　　　　　　（エ）　　　　　　　（オ）
　（２）カの空欄に入るものとして適切なものは次の中のどれか。　　　　　　　　　　
Ⅳ．次の楽譜を見て後の問に答えなさい。
１）楽譜中のa. ～ g.の音は鍵盤上でどこになるか示しなさい。
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２）この曲は何調かを答えなさい。　　　　　　　　　　　　　　
資料２）初期調査（附録１）の実施結果と授業における到達度
（Ａクラス，２４名）
初期調査
結　　果
「ちょうちょ」
step4到達者数
「ぶんぶんぶん」
step3到達者数
「ちゅうりっぷ」
到達者数
「コードネームによる
伴奏」到達者数
△　　６（25％） 　６（100％） ６（100％） ２（ 33％） ０（  0％）
○　　10（42％） 　10（100％） ９（ 90％） ５（ 50％） ２（ 20％）
◎　　８（33％） 　８（100％） ８（100％） ８（100％） ８（100％）
（Ｂクラス，73名）
初期調査
結　　果
「ちょうちょ」
step4到達者数
「ぶんぶんぶん」
step3到達者数
「ちゅうりっぷ」
到達者数
「コードネームによる
伴奏」到達者数
△  18（25％） 16（89％） ８（44％） 0（０％） 0（０％）
○  26（35％） 26（36％） 19（73％） 14（54％） 6（23％）
◎　29（40％） 28（97％） 28（97％） 28（97％） 20（69％）
　初期調査の結果
　　△　・・・・・　ピアノ経験・楽譜に関する知識がほとんどない，と思われる学生
　　○　・・・・・　楽譜は少々読めるもののピアノ経験はほとんどない，と思われる学生
　　◎　・・・・・　ピアノ経験・楽譜に関する知識共に充分ある，と思われる学生
　　初期調査の結果欄の％はクラス全体の中での割合
　　各課題到達者数欄の％は到達者数／初期調査でそのレベルに達していた学生の人数
１．初期調査の結果と到達度の考察
　この授業の単位認定は本教材の「ぶんぶんぶん」
（step3）まで到達することを条件としている，Ａクラス
ではほぼ全員がクリアできているのに対し，Ｂクラスで
は全履修者の75％（到達者合計／全履修者）しか到達で
きていない。
　さらに，最終課題の「コードネームによる伴奏」（譜
例１のような単旋律のみ書かれた楽譜を見て，即興で伴
奏づけを行なう* ２）まで到達できた学生は，Ａクラス
では42％，Ｂクラスでは36％だった。
　さらに，数値では表せない問題として，集団授業にお
いて本教材を用いてピアノ実技指導を行なった場合，
１）完全な初心者（△印の学生）には運指をはじめとす
るピアノ演奏のための基本が身につきにくい
２）全部の課題を前半の数回の授業でクリアできた学生
にとっては，後半の数回の授業は退屈なものとなる
などがある。これらについての対策は，ＡクラスとＢク
ラスではかなり違ってくる。Ａクラスの場合，履修者が
24名と比較的少ないため，１回の授業で学生１人あたり
４～５分の個別指導が可能であるが，Ｂクラスの場合は
可能な個別指導は学生１人あたり１～２分程度である。
２．本教材の改良すべき点
　これらの問題を教材側から解決するためには，本教材
に次のような改良が必要と考えられる。
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１）「ちょうちょ（STEP1）」に入る以前に，基本的な
運指の練習課題を付加すること　
２）「ぶんぶんぶん（STEP3）」までクリアした履修者
向けに，応用的な課題を付加すること
３）「コードネームによる伴奏」に必要な基礎的知識と
技能を習得する課題を付加すること
４）特に，1）については履修者が授業時間外に自習す
る場合の助けとなるような視覚的補助教材を付加する
こと
以上の点を踏まえて教材の改良を行なった。
譜例 1　単旋律のみの楽譜
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譜例２　基本的な運指の練習課題
３．基本的な運指の練習課題
 
を左手で弾くことにより，左手が自由自在に動くための
練習とコードネームによる伴奏の基礎的知識を身につけ
させることを意図した（譜例３）。同様にＧ（Ｇ／Ｂ），
Ｆ（Ｆ／Ｃ）の練習も付加した。これらも視聴覚補助教
材に収録した。
　譜例２の1），2）は指が滑らかに動くようになるため
の練習，3）は分散和音による伴奏のための予備練習を
意図したものである。これらは視聴覚補助教材に収録し
た。
４．コードネームによる伴奏のための基礎課題
　ここではＣ基本形のみを用いて様々な伴奏のパターン
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５．コードネームによる伴奏の実際
　コードを２つ（Ｃ，Ｇ／Ｂ）を習得したところで，こ
の２つだけで伴奏できる曲を例にとって，コードネーム
による伴奏を実際にやってみる課題が譜例４である。こ
こでは左手のコードチェンジの練習のみ視聴覚補助教材
に収録した。
譜例 3　コードネームによる伴奏のための基礎課題
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譜例４　コードネームによる伴奏の実際
６．本研究の今後の課題
　今回，改良した本教材を，平成24年度富山県11年次教
員研修の講座「コードネームによるピアノ伴奏」で実際
に使ってみた。受講生は６名（すべて小学校教員，内２
名はピアノが不得手と思われる）で，講習時間は正味６
時間。補助教材はDVD化して配布した。この人数と時
間であれば全員が譜例１の課題（単旋律のみの楽譜を見
て，自分でコードを考えて伴奏する）まで到達した。
　このことから，本研究は今後，教材の改良に加え，大
人数のクラス授業で，いかに効率良く，小学校教員とし
て必要なピアノ演奏力を身に付けさせるか（方法論）へ
と向かうべきではないか，と確信した。また視聴覚補助
教材は現状ではDVD媒体での配布を前提としているが，
学生が授業の課題を練習する施設等の環境や受講者がさ
らに増えたときのことを考えると，インターネット上に
これを置き，パソコン，携帯電話（多機能携帯電話）な
どから視聴できるようにするなど，教材の提供方法につ
いても再考する必要がある，と思われる。
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れであると考えられる
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